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ＸＶＩ イオン雰囲気と活量係数

【イオン強度】

１ ２
（１６･１）Ｉ ＝ Σ｛ ｍ （ｚ ） ｝

２ ｉ ｉｉ

ｍ ：イオン ｉ の重量モル濃度 ，ｚ ：イオン ｉ の電荷数ｉ ｉ

【イオン雰囲気】

2 2２Ｌ ｅ ρｏ -1/2
（１６･２）ｌ ＝ ｛ Ｉ ｝ ： Ｄｅｂｙｅ'ｓ ｌｅｎｇｔｈ

ε Ｒ Ｔ

ε：溶媒の誘電率 ， ρ ：溶液の密度ｏ

-1 -1 -10［問１６･１］２５ ℃ での水の誘電率 ε／Ｃ Ｖ ｍ は ６.９５４ × １０ ，密度

-3ρ／ｇ ｃｍ は ０.９９７ である。 ＮａＣｌ，ＭｇＣｌ ，ＡｌＣｌ のそれぞれについて，重２ ３
-1量モル濃度 ｍ［mol ｋｇ ］が ０.０００１，０.００１，０.０１，０.１ のとき，水溶液中でのイ

オン雰囲気の厚さを求めよ。

【活量係数】

［電離平衡］

ｚ ＋ ｚ －＋ －Ｂ Ａ → ν Ｂ ＋ ν Ａ （１６･３）ν ν ＋ －＋ －

［平衡定数］

ｚ ＋ ν ｚ － ν＋ ＋ － －｛ａ（Ｂ ）｝ ｛ａ（Ａ ）｝
（１６･４）Ｋ ＝

ａ（Ｂ Ａ ）ν ν＋ －

ν｛ａ ｝±
（１６･５）＝

ａ（Ｂ Ａ ）ν ν＋ －

ν ν｛γ ｝ ｛ｍ ｝± ±
（１６･６）＝

ａ（Ｂ Ａ ）ν ν＋ －

１
ｚ ＋ ν ｚ － ν＋ ＋ － － νａ ≡ ［｛ａ（Ｂ ）｝ ｛ａ（Ａ ）｝ ］ （１６･７）

±

１
ｚ ＋ ν ｚ － ν＋ ＋ － － νγ ≡ ［｛γ（Ｂ ）｝ ｛γ（Ａ ）｝ ］ （１６･８）±

１
ｚ ＋ ν ｚ － ν＋ ＋ － － νｍ ≡ ［｛ｍ（Ｂ ）｝ ｛ｍ（Ａ ）｝ ］ （１６･９）±

ν ≡ ν ＋ ν （１６･１０）＋ －

ａ ：イオン平均活量 ，γ ：重量モル濃度単位によるイオン平均活量係数± ±

ｍ ：イオン平均重量モル濃度±
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［問１６･２］Ａｌ （ＳＯ ） １.０００ ｇ を水 １ ｋｇ に溶かした。 すべてイオンに解離して２ ４ ３

いるとして，イオン平均重量モル濃度を求めよ。

また，ＮＨ Ａｌ（ＳＯ ） ･１２Ｈ Ｏ １.０００ ｇ を溶かした場合についてはどうか。４ ４ ２ ２

（原子量 Ｈ：１.０１ Ｎ：１４.０１ Ｏ：１６.００ Ａｌ：２６.９８ Ｓ：３２.０７）

［活量係数］

1/2Ａ Ｂ Ｉ
（１６･１１）ln γ ＝ －｜ｚ ｚ ｜± ＋ － 1/2１ ＋ Ｂ ａ Ｉ

２ｅ
（１６･１２）Ａ ≡

８πεｋＴ

2 2２Ｌ ｅ ρｏ 1/2
（１６･１３）Ｂ ≡ ｛ ｝

ε Ｒ Ｔ

ａ ＝ ０.３ ～ ０.５ ｎｍ （１６･１４）

-1 -1 -10［問１６･３］ ２５ ℃ の水の誘電率 ε／Ｃ Ｖ ｍ は ６.９５４ × １０ ，密度

-3ρ／ｇ ｃｍ は ０.９９７ である。 ａ ＝ ０.４８ ｎｍ として，ＮａＣｌ と，ＣｕＣｌ の重２
-1量モル濃度 ｍ／mol ｋｇ が ０.００１，０.０１，０.１，および １.０ のときのイオン平均活量

係数を求めよ。

-1［参考： 実測値 ｍ／mol ｋｇ ０.００１ ０.０１ ０.１ １.０

ＮａＣｌ ０.９６５ ０.９０２ ０.７７８ ０.６５７

ＣｕＣｌ ０.８８８ ０.７２３ ０.５０８ ０.４１７ ］２

［Ｄｅｂｙｅ－Ｈｕｃｋｅｌの極限法則］¨

2 2２ ２Ｌ ｅ ρｅ ｏ 1/2 1/2
（１６･１５）ln γ ＝ －｜ ｚ ｚ ｜ ｛ ｝ Ｉ± ＋ － ８πεｋＴ ε Ｒ Ｔ

［問１６･４］ デバイ－ヒュッケルの極限法則を利用して，ＮａＣｌ と ＣｕＣｌ の水溶液中でのイ２

-1オン平均活量係数を，重量モル濃度 ｍ／mol ｋｇ が ０.００１， ０.０１， ０.１， １.０ のそ

れぞれについて求めよ。


